
 
 

 産 業 振 興 部 

商 工 振 興 課 

                                     直通 055-934-4748 

 

 １０月９日（金）、11月２７日（金）に「ぬまづビジネスサポート連絡会」にて「リレ

ー人材育成プログラム」を開催します。 

 

■概要等 

「リレー人材育成プログラム」は地域の中小企業等が有する知的財産の戦略的な活用

により地域の稼ぐ力を向上させる取り組みとして、関東経済産業局が管内１都１０県を

対象にした企画です。 

今回、沼津市が幹事となって同プログラムに応募し、採択されたことから、下記のと

おり開催することとなりました。 

沼津市では、沼津商工会議所を中心に商工業振興の支援ネットワークとして「ぬまづ

ビジネスサポート連絡会」（通称ぬまサポ）※を設置し、喫緊の課題、起業創業、経営

革新、事業承継、各支援機関の取り組みなど、幅広く情報を共有しています。 

同プログラムの開催を、事業承継や経営革新、知的財産を「稼ぐ資産」として考える

きっかけとし、中小企業向け支援スキルの底上げを図ります。 

広域的・横断的な支援機関ネットワークによる開催は、相模原市、茨城県での取り組み 

に続くもので、静岡県内では初となります。 

 

■開催日等 

開催日  第１回 令和８年 10月 9日（金）13:00～16:00  セミナー 

          第２回 令和８年 11月 27日（金）13:00～16:00 ワークショップ 

場 所  沼津商工会議所（コミュニティホール） 

主 催  関東経済産業局（運営事業者：三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング） 

参加者  ぬまサポ構成機関の現場職員等 

※「ぬまづビジネスサポート連絡会」（通称ぬまサポ）は、支援機関、金融機関、行 

政機関など１５団体で構成された、中小企業や個人事業主の経営課題を支援するネッ 

トワークです。 

 

■問合せ等 

沼津市役所商工振興課  担当 高遠 

電話：055-934-4748    

メール：syouko@city.numazu.lg.jp 

沼津市定例記者会見発表 １                         令和 8年 10月 5日 

「リレー人材育成プログラム」を開催します！  



１２機関２４名（順不同）

支援機関名 担当部署（業務） 性別 年代

1 沼津商工会議所 経営支援課 男 20

2 沼津商工会議所 商工振興課 男 20

3 沼津市商工会 経営指導員 男 50

4 静岡県中小企業団体中央会 東部事務所 男 30

5 静岡県中小企業団体中央会 東部事務所 男 40

6 日本政策金融公庫沼津支店 融資第二課長 男 40

7 日本政策金融公庫沼津支店 融資第一課 男 20

8 静岡県信用保証協会沼津支店 経営支援課 男 20

9 静岡銀行 東部カンパニー法人営業 男 20

10 スルガ銀行 法人営業推進室 男 50

11 スルガ銀行 本店営業部 男 40

12 商工中金沼津支店 営業次長 男 40

13 商工中金沼津支店 営業課 男 20

14 静岡中央銀行 本店営業部 男 20

15 静岡中央銀行 御殿場支店 男 20

16 沼津信用金庫 地域創生部 男 50

17 沼津市役所 農林農地課 男 20

18 沼津市役所 水産海浜課 男 40

19 沼津市役所 産業政策課 男 30

20 沼津市役所 商工振興課 男 50

21 沼津市役所 商工振興課 女 20

22 沼津市役所 商工振興課 男 60

23 静岡県事業承継・引継ぎ支援センター 東部地区引継ぎ支援担当 男 50

24 静岡県事業承継・引継ぎ支援センター 東部伊豆地区親族内承継担当 女 40

リレー人材育成プログラム参加者名簿 



地域支援機関の皆様向け

令和８年度知財支援リレー人材育成プログラム
～選ばれる支援機関になるために～

公募開始のご案内

関東経済産業局は、地域支援機関職員が「知的財産」の視点を持って地域企業と対話して、企業
理解を深めながら課題を発掘し、発掘した課題に対して他の知財支援機関や専門家等と連携した
最適なソリューションを提供できる体制の構築を目指すためのプログラムを提供します。
本プログラムは、過年度より多くの地域支援機関の皆様に活用していただいてきたものです。知
的財産の視点を持つことで、支援先の事業理解等が深まっただけでなく、具体的な連携支援に発
展した例もあります。是非ご応募をご検討ください。

プログラム概要

参加のメリット（例）
• 支援に必要な“プラス・ワン”となる要素を得られる
• 知財支援機関とのネットワークを構築できる

セミナー

• 地域支援機関の日常的な
支援活動にも関係する知的
財産のポイントを座学形式
で学ぶ

• 簡易なワークショップも実施
• １日目終了後、２日目の
ワークショップで使用する事
前課題を提示

• 所要時間は３時間程度

• 仮想事例をもとにしたワーク
ショップを実施（仮想の事業
者の事例を見て、知的財産
が関係しそうなポイントを見つ
ける）

• 事前課題の結果を共有し、
知財面を中心にグループ討
議を実施

• 所要時間は３時間程度

事業報告会

• 本プログラムに参加した全機
関が参加する報告会を開催

• オンライン形式での開催を想
定（２時間程度）

ワークショップ

1日目 ２日目

知的財産のアンテナを
獲得する

知的財産のアンテナを
使ってみる

他の支援機関の取組を
共有する



応募について

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
知財支援リレー人材育成事務局
ip-relay@murc.jp

参加者の声

応募
情報

申込締切８月７日（金）

公募書類等は以下のURLから入手をお願いいたします。
なお、申込締切後、一週間程度をめどに、審査結果をお知らせ
いたします。
https://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/chizai/r8f
y_relay_program_koubo.html

応募
先

「企業の強みには多くの知的財産が
関係している」ということがわかった

お客様の知財課題らしきものに気付
ける感覚を養うことができた

勇気を出して知的財産の話題を出してみたとこ
ろ、新たな相談ニーズがあることがわかり、
INPIT知財総合支援窓口との連携に発展した

知財という視点から見ると、これまでと全く違っ
たお客様の姿を感じ取ることができた

知的財産という分野は難解に思われがちですが、
実は私たちの生活やビジネスに密接に関わってい
るという気づきを得ることができた

関東経済産業局 地域経済部
産業技術革新課 知的財産室
bzl-kanto-chizai@meti.go.jp

以下の両方を宛先に入れて応募をお願いいたします。
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Cover 1

令和８年度知財支援リレー人材育成プログラム

ー選ばれる地域支援機関になるためにー

プログラム内容のご案内



2

自分たちに知的財産は関係ないのでは・・・？

自分の支援先に、
知的財産は関係なさそう・・・

支援先からも知的財産の
話題が出たことはないなぁ・・・

支援先も、“知財”という観点に気付いていないのかもしれません



3

本プログラムのねらい

支援機関の皆様が、多様な課題を発掘し、
その解決策を提案をできるようになることで、
地域の中小企業等からさらに選ばれる存在に
なるのを後押し

そのために皆様の支援機能を強化すべく、
「知的財産」の捉え方や提案方法等に関する
トレーニングプログラムを提供
※知的財産の専門知識を身につけることを目的とするプログラムではありません
※あくまでも、支援機関の皆様が取引先・支援先企業と対話等をする中で、「知的財
産が関係する内容ではないか？」ということに気がつける感覚を身につけることに主眼を
置いています



地域支援機関にとっての“プラス・ワン”

4

事業性評価

地域支援機関を取り巻くキーワード 地域支援機関の皆様の想い

企業価値担保権

対話

小規模企業振興基本計画

選ばれる支援機関としての
信頼と存在感を

支援機能を強化

地域企業のために

これを進めるための“プラス・ワン”として、知財のアンテナを身につける
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知財支援リレー人材とは？

商工会・
商工会
議所

税理士
会

（地域
会）

地域金
融機関

よろず支
援拠点

大学・
研究機
関

関係自
治体

（県、基
礎自治
体）

その他
支援機
関

中小企業
診断士協
会（地域
会）

創

業

商

品

開

発

商

品

デ

ザ

イ

ン

新

規

顧

客

事

業

承

継

事

業

戦

略

INPIT

弁理士
会

（地域
会）

関東
経済
産業局

知財

取引先・支援先との対話や支援の現場で、企業の潜在的な知財課題に
気づくことができる人材
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プログラムの概要

知財視点を知るセミナー

知財視点を増やすワークショップ

①セミナーと②ワークショップを２日間で実施

1日目

2日目

※いずれも３時間程度
（実施時間や実施日時については、応募時または採択時に調整可能）
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１日目（セミナー）の概要

以下の内容を基本構成としつつ、詳細な内容は各支援機関と調整してアレ
ンジすることが可能

講
演

知的財産の基礎知識

中小企業の事業課題と
知的財産の関係

演
習

簡易ワークショップ

• 導入として、「知的財産とは何か？」「どのような種
類の知的財産があるのか？」「例えば身近な知的
財産としてどのようなものがあるか？」等を解説

• 支援機関職員が普段接している企業の課題
（創業、事業承継、販路開拓、新製品開発
等）と知的財産がどのように関係しているのかを
解説

• 支援機関職員が普段接している企業の課題に注
目した仮想事例を提供

• その仮想事例を読み、知的財産が関係しそうな
部分を見つけるワークを実施
※ハイレベルな知的財産の論点は含めませんので、知的財産の知識が薄くても十分に
取り組める内容になっています。
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２日目（ワークショップ）

支援機関職員として見るべき知財視点を“多様なパターンで習得”する

事
前

当
日

事前課題の提出

• 2日目に先立って、参加者は事前課題を提出
• 支援先の概要を整理する程度の内容であり、決
して難しいものではありません（過年度も、すべての支援
機関が問題なく取り組めています）

１．仮想事例に基づく
ワークショップ

２．事前課題の内容に
対する助言

• 支援機関の皆様にとって“よくある事例”を題材とし
て、知財視点で気になる部分を見つけるワーク
ショップを実施

• 事前課題で取り組んだ内容をもとに協議を実施
• 知財専門家から、「この企業であれば、知財的に
はここが気になる」等の助言を提供
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２日目（ワークショップ） 仮想事例のイメージ

検討事項
• お客様に対して何を聞くか？／どのような提案が想定されるか？
• 知財の話が関係しそうな気がするところはあるか？
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応募について

公募期間 令和８年７月10日（金）～令和８年８月７日（金）１７時

応募方法 関東経済産業局WEBサイトに掲載する要領と申込用紙を確認したう
えで、以下の提出先へ申込用紙を提出

提出先

関東経済産業局
bzl-kanto-chizai@meti.go.jp
知財支援リレー人材育成事務局（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社）

ip-relay@murc.jp
※メール件名に「知財支援リレー人材育成プログラム応募」と記載

応募主体
関東経済産業局管内1に所在地を有する地域支援機関2

単独での応募又は幹事機関3による応募が可能

1 関東経済産業局管内とは、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県をいう
2 地域支援機関とは金融機関、商工会・商工会議所、自治体、中小企業支援センター、公財・公社、一財・一社、独立行政法人、中小機
構、 JETRO 、産総研、大学・ TLO ・その他民間の士業、コンサルタント等又は上記地域支援機関を構成員とする一般社団法人、一般財
団法人、その他団体組織（連合会等）等を想定する

3 複数の支援機関をまとめた幹事機関が代表となって申請し、プログラムには複数の支援機関が参加するもの（例：特定の商工会議所が幹
事となり複数の商工会議所が参加する、関連団体（信用金庫協会等）が幹事となり複数の機関（信用金庫等）が参加する）



最後に：地域支援機関の皆様にとってのメリット（実施者の声）

企業

事業

強み

課題

支援機関

知財視点での対話

事業理解が深まる

強み・特徴に気付きやすく
なる

知財の課題にも気付ける

対話の引き出しが
増える

知財を含めた多様な課題への
支援を提案できるようになる

企業の成長に
向けた
連携支援



最後に：地域支援機関の皆様にとってのメリット（実施者の声）

企業

事業

強み

課題

支援機関

知財視点での対話

事業理解が深まる

強み・特徴に気付きやすく
なる

知財の課題にも気付ける

対話の引き出しが
増える

知財を含めた多様な課題への
支援を提案できるようになる

企業の成長に
向けた
連携支援

知財視点での対話を重ねることで、
事業理解の深化や信頼関係の構築
へとつなげることができた。

「企業の強みには多くの知的財産が
関係している」ということがわかっ
た。

お客様の知財課題らしきものに気
付ける感覚を養うことができた。

対話の手法や幅に広がりが生まれ
た。知財支援機関へ接続するため
の前裁きもできるようになった。

勇気を出して知的財産の話題を出
してみたところ、新たな相談ニーズ
があることがわかり、INPIT知財
総合支援窓口との連携に発展した。

連携支援へ発展したことに
よって、お客様が新製品開
発について抱えていた課
題を解決し、成長へと進む
ことができた。



関東経済産業局「令和８年度地域支援機関向け知財支援リレー人材育成プログラム」 

開催概要 

 

1. 日程 

① セミナー 2026 年 10 月 9 日（金）13:00～16:00 

② ワークショップ 2026 年 11 月 27 日（金）13:00～16:00 

 

2. 場所 

① セミナー 沼津商工会議所 会議室 

② ワークショップ 沼津商工会議所 会議室 

 

3. 講師・オブザーバー 

講師：三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 

オブザーバー：関東経済産業局 

 

4. プログラム（仮） 

① セミナー （１）講義 

 セミナーの目的 

 知的財産の基礎 

 支援先との対話における“知財アンテナ” 

 “知財アンテナ”を活用した対話の例 

（２）仮想事例を用いたグループワーク 

（３）次回（ワークショップ）の予告 

（４）事前課題の説明 

② ワークショップ （１）前回（セミナー）の復習 

（２）仮想事例を用いたグループワーク 

（３）事前課題の共有およびグループ内討議 
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